
休憩をはさみながら、長時間作業に 

取り組みました。目の前の仕事に長時

間向き合う集中力が求められます。 
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中学部３年生は、６月２３日（月）から７月４日（金）の期間内に、各々が１日から２日間にわたり太田市及び

大泉町の福祉サービス事業所で、就労社会体験を行いました。慣れない環境の中で長時間作業に取り組ん

だり、利用者の方と一緒に活動に参加したりと、生徒達にとって学びの多い貴重な体験となりました。 

 

○今年度お世話になった事業所 

・はぴねすワークスおおた    

・大泉町地域活動支援センター 

・生活介護事業所ななくさ  

・生活介護事業所尾島ぴっころ 

・藪塚しゅんらん日中活動支援センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○仕事の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 実習内容等 

８：４０～  ９：００ 登 所（検温・手洗い・うがい） 

９：００～  ９：３０ 朝 礼（出欠席・ラジオ体操・脳トレ） 

９：３０～１０：３０ 作 業 ① 

１０：３０～１０：４５ 休 憩（トイレ・お茶） 

１０：４５～１２：００ 作 業 ② 

１２：００～１３：００ 昼 食 休 憩 

１３：００～１３：３０ ストレッチ 

１３：３０～１４：００ 休 憩（トイレ・お茶・希望者は散歩） 

１４：００～１５：００ レクリエーション 

１５：００～１５：３０ 休 憩（トイレ・おやつ・お茶） 

１５：３０～１５：５０ 後片づけ・清掃 

１５：５０～１６：００ 帰りの会 

１６：００ 退 所 

〈バッテリー部品の組み立て〉 

決められた位置までねじを回します。 

部品を床に落とすと廃棄となるため 

緊張感をもって取り組んでいました。 

 

〈クッキー販売〉 

事業所で手作りしているクッキー 

販売に挑戦。レジの使い方の説明

を真剣に聞いていました。 

 

〈シール貼り〉 

やすりにシールを貼っています。軍手 

を付けてシールをはがす…難しい 

作業も根気よく取り組んでいました。 

 

○実習のスケジュール(はぴねすワークスおおた) 

(※実習先や生徒の状況によりスケジュールは異なります。) 

就労社会体験・作業集中週間（中学部） 



○その他活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作業集中週間 

就労社会体験と同時期に、中学部 A課程の生徒は、「作業集中週間」として、ペットボトルのラベルはがし、

アルミ缶のケース詰め、ペットボトル及びアルミ缶のプレス作業などを行いました。1 年生にとっては、はじめ

ての作業集中週間でしたが、やり方を覚えながら 1週間集中して取り組むことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 進路講演会のお知らせ 

   夏休みに２度の講演会を予定しています。 

 

１ 日時  令和７年７月３１日（木） １０：００～１１：３０ 

２ 会場  群馬県立太田特別支援学校 会議室 

３ 内容  進路講演会「高等部の指導と卒業後の進路について」 

４ 講師  群馬県立館林高等特別支援学校   進路指導主事  香林 あずさ 様 

 

１ 日時  令和７年８月２６日（火） １０：００～１１：３０ 

２ 会場  群馬県立太田特別支援学校 会議室 

３ 内容  ＰＴＡ進路講演会「卒業後の生活を考える」 

４ 講師  社会福祉法人 三和会  

就労移行事業所・就労継続 B型事業所 セルプあけぼの 施設長 福田 智之 様 

〈カラオケ〉 

好きな曲を選び、歌を歌いました。 

緊張しながらも一生懸命歌ってい

いました！ 

 

〈らくがきせんべい作り〉 

調理実習としてらくがきせんべいを 

作りました。楽しい時間があると 

仕事も頑張れますね♪ 

 

〈レクリエーション〉 

利用者の方と一緒に、爆弾ゲームや椅

子取りゲームで遊びました。爆発しない

かドキドキ！良い表情ですね😃 

 

１ 

２ 


